
リスク低減のための改築実施案を反映
維持管理計画

リスク
判定

リスク
低減

< 日常点検 >
定期点検
目視点検

点検・調査 超音波・X 線調査

調査結果解析 残存肉厚解析
使用環境解析

優先度評価 影響度
緊急度

再構築・改築実施 布設替え・管更生
バイパス管布設

配 管 劣 化 状 況 の 調 査 方 法

内視鏡による診断 超音波検査による診断 Ｘ線検査による診断 抜管検査による診断

破壊調査非破壊調査

出典：一般社団法人　日本建物配管調査診断協会

上下水道事業は “更新の時代” へ

配管劣化診断システムのご提案

上 下 水 道 の 新 た な 課 題  
浄水場・下水処理場など主要な設備は計画的に更新されている。 
しかし、設備配管は供用当初から継続使用されている例が多い。 
破損後の応急処置に頼るケースも少なくない。 
設備配管は、施設の「動脈・静脈」であり、破損すれば施設機能や環境に大きな影響を及ぼす。 

必 要 な の は 、「 計 画 的 な 維 持 管 理 」 
点検調査から改築実施までを含めた包括的な維持管理システムが不可欠。 
弊社はそのための配管劣化診断システムをご提案します。 

優先度評価を反映し計画策定の精度向上につなげる



超音波測定器

超音波管厚測定の状況超音波管厚測定の状況

X 線管厚測定の状況X 線管厚測定の状況

X 線照射器

減肉が見られる

デジタル検出器

溶接線

X 線管厚測定画像

X 線 管 厚 測 定 - S P T 配 管 診 断 ® -

項目

超 音 波 管 厚 測 定 - 超 音 波 パ ルス 反 射 法 -

止めずに測れる！
超音波管厚測定

配管内部欠損の
可視化と高精度診断

劣化状況を画像で
“見える化” 

内部まで見える！
X 線管厚測定

超音波管厚測定 X 線管厚測定 

主な特徴 設備停止せずに短時間で測定 内部欠陥を画像で直接可視化 

測定時間 約 20 分／か所、スピーディー 1 か所ごとに撮影・解析 

対応範囲 
幅広い管種

（鋼管・鋳鉄管・SUS・塩ビなど）、
様々な形状に対応

配管内部の割れ
・ピンホール・肉厚不良
・異物を検出可能 

精度 ミリ単位で肉厚を数値化 減肉量を画像解析で定量化 

メリット 
・止めずに診断可能
・多数の配管を効率的に調査

・内部状況を “見える化”
・数値＋画像で高精度に把握 

適用シーン 多数の配管を短時間で点検したい場合 重点配管や詳細診断が必要な場合

お問い合わせ 株式会社 NJS ��-����-����東京総合事務所プロジェクトマネジメント 2 部 TEL:
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測定方法

測定方法

比 較 表

配管外周（標準 8 箇所）に直接センサーを当てて管厚を測定

X 線を配管に照射し、透過量の強度変化を白黒濃淡像として撮影、材料の密度・厚みに応じた変化を解析 

設備停止不要
スピーディー診断

幅広い管種・形状に
対応した高精度測定
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